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みんなの議会　第 52号　30年度予算

4億2千9百万円増

　

３
月
会
議
は
５
日
か
ら
26
日
ま
で
の
22
日
間
開
催
さ
れ
、
31
年
度
予
算
を
は

じ
め
、
30
年
度
補
正
予
算
、
辺
地
総
合
計
画
の
策
定
や
請
負
契
約
の
一
部
変
更
、

条
例
な
ど
を
審
議
し
議
決
し
ま
し
た
。

一般会計は70億6千9 百万円
会計名 平成31年度 平成30年度 比較

一　　般　　会　　計 70億6,938万6千円 66億3,949万円 	 4億2,989万6千円
国民健康保険事業 12億6,438万7千円 11億8,243万7千円 	 8,195万円
簡 易 水 道 事 業 3億1,619万3千円 4億5,419万5千円 △	1億3,800万2千円
診 療 所 事 業 1億4,072万3千円 1億2,314万5千円 	 1,757万8千円
介 護 保 険（保険事業勘定） 13億143万7千円 13億1,866万4千円 △	 1,722万7千円
介 護 保 険（サービス事業勘定） 1,792万2千円 1,656万5千円 	 135万7千円
下 水 道 事 業 5,154万1千円 7,266万5千円 △	 2,112万4千円
後期高齢者医療事業 1億3,345万円 1億3,513万円 △	 168万円

　　　　合　　　　計 102億9,503万9千円 99億4,229万1千円 	 3億5,274万8千円

歳出では福祉等の施策で民生費の比率が最も高くなっています。また、庁舎建設
に伴う総務費も増加しております。

支出
70億
6,938万円

議会費
88,786千円　1.3％

総務費
1,485,501千円
21.0％

民生費
1,565,318千円
22.1％

衛生費
520,704千円
7.4％

農林水産業費
527,488千円
7.5％

商工費
374,987千円
5.3％

土木費
613,576千円
5.3％

消防費
247,876千円
3.5％

教育費
573,306千円
8.1％

災害復旧費、予備費
70,250千円
1.0％

公債費
1,001,594千円
14.2％

歳出予算の内訳

対前年度比
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31年度
予算

町民税
1億7,302万円

固定資産税
3億564万円

軽自動車税
2,907万円

町たばこ税
3,960万円

入湯税 90万円

一般会計は70億6千9 百万円
会計名 平成31年度 平成30年度 比較

一　　般　　会　　計 70億6,938万6千円 66億3,949万円 	 4億2,989万6千円
国民健康保険事業 12億6,438万7千円 11億8,243万7千円 	 8,195万円
簡 易 水 道 事 業 3億1,619万3千円 4億5,419万5千円 △	1億3,800万2千円
診 療 所 事 業 1億4,072万3千円 1億2,314万5千円 	 1,757万8千円
介 護 保 険（保険事業勘定） 13億143万7千円 13億1,866万4千円 △	 1,722万7千円
介 護 保 険（サービス事業勘定） 1,792万2千円 1,656万5千円 	 135万7千円
下 水 道 事 業 5,154万1千円 7,266万5千円 △	 2,112万4千円
後期高齢者医療事業 1億3,345万円 1億3,513万円 △	 168万円

　　　　合　　　　計 102億9,503万9千円 99億4,229万1千円 	 3億5,274万8千円

特
　
別
　
会
　
計

依
存

財 源

自 主
財

源収入
70億
6,938万円

町税
548,240千円
7.8％

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入など
1,210,201千円
17.1％

地方消費税交付金、
地方譲与税など

216,468千円　3.0％

地方交付税
3,009,363千円
42.6％

国県支出金
976,414千円
13.8％

町債
1,108,700千円
15.7％

歳入は「自主財源」と「依存財源」に大別できます。本町は自主財源に乏しく、
国や県からの補助金、交付金及び借入金等の依存財源の割合が高くなっています。

歳入予算の内訳

一般会計予算の推移
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4,559万

70億
4,936万 65億

5,873万
66億
3,949万

30年
平成

29年
平成

28年
平成

27年
平成

70億
6,938万

31年
平成
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町税の内訳
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みんなの議会　第 52号　注目すべき今年度の事業 ! !

注
目
す
べ
き

 

今
年
度
の
事
業
!!

③�児童遊園整備事業

1,657万円幼児が安心して遊べる遊び場の
整備に取り組みます。

①電算管理事業

7,570万円
ネットワークセキュリティの強化、住民の情報資産保護を強固な
ものにするために万全な体制を構築します。
2020年１月にWindows7のサポート終了のためWindows10
への更新作業を行いま
す。

WINDOWS7から10へ更新

②庁舎建設事業
電気設備工事及び
給排水、空調工事
を発注 3億8,917 万円
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みんなの議会　第 52号　注目すべき今年度の事業 ! !

注
目
す
べ
き

 
今
年
度
の
事
業
!!

④大泊野営場整備事業

6,000万円大泊地区（旧大泊小学校跡地）に
野営場を整備します。交流人口の
増加や地域の活性化を図ります。

施設園芸農家のビニールハウス
に温度・湿度等が測定できる機
器を設置 1,500万円

⑤一般介護予防事業

1,028万円65 歳以上の全ての高齢者を対
象とした各種健康教室を開催し
ます。

⑥地域 IoT実装推進事業
（農業分野）
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6

　
　
南
大
隅
町
フ
ェ
ア
の
目
的
と
内

容
は
？

　
　

城
山
ホ
テ
ル
と
連
携
し
、
参

加
者
の
会
費
制
に
よ
る
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
本
町
の
産
品
を
使
用
し

た
食
事
の
提
供
や
観
光
、
資
源
、
特
産
品

等
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
町
の
フ
ァ
ン
を

増
や
す
事
を
目
的
に
、
１
万
円
の
会
費
で
、

２
０
０
名
の
参
加
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
の
負
担
額
４
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い

ま
す
。　

　
佐
多
岬
熱
帯
果
樹
施
設
整
備
事

業
の
目
的
と
そ
の
内
容
は
？

　
　

ホ
テ
ル
佐
多
岬
敷
地
内
奥
の

未
利
用
の
ハ
ウ
ス
を
改
修
し
て
、

熱
帯
果
樹
等
の
苗
木
を
育
成
し
生
産
者
へ

供
給
す
る
事
で
、
熱
帯
果
樹
振
興
の
基
盤

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
ア
ボ

カ
ド
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
等
を
使
用
し
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
等
の
加
工
品
製
造
に
向
け
、

冷
凍
庫
・
冷
蔵
庫
を
購
入
し
ハ
ウ
ス
内
に

設
置
す
る
予
定
で
す
。
技
術
者
を
常
駐
さ

せ
、
温
度
・
水
等
の
管
理
は
自
動
で
管
理

し
ま
す
。
当
初
の
予
算
を
２
，
１
８
５
万

円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

の
内
容
と
上
限
は
？

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
生

活
支
援
を
図
る
為
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
、
個
人
消
費
を
喚
起
し
、

地
元
消
費
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化�

を
図
り
ま
す
。
町
負
担
額
を
５
０
０
万
円

計
画
し
、
購
入
上
限
額
や
発
券
時
期
等
は
、

商
工
会
や
商
店
街
等
と
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

平成 31 年度予算の委員会審査結果

会計名 採決結果

一般会計 可決

国民健康保険事業 可決

簡易水道事業 可決

診療所事業 可決

介護保険（保険事業勘定） 可決

介護保険（サービス事業勘定） 可決

下水道事業 可決

後期高齢者医療事業 可決

　当初予算は予算審査特別委員会に付託さ
れ、委員会に於いて審議、討論、採決され
た後本会議に於いて、委員長報告の後、質疑、
討論、採決が行われ、可否が決定します。

議員議員 観光課経済課 予算
委員会

31
年
度
予
算 

　
　 

が
知
り
た
い

こ
こ

南
大
隅
町
フ
ェ
ア
開
催
事
業

佐
多
岬
熱
帯
果
樹
施
設
整
備
事
業

ホテル佐多岬敷地奥未利用ハウス

ネ
ッ
ピ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業

議員企画課
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みんなの議会　第 46号　一般質問

浪
瀬　
敦
郎

松
元　
勇
治

津
崎　
淳
子

後
藤　
道
子

水
谷　
俊
一

日
髙　
孝
壽

大
坪
満
寿
子

持
留　
秋
男

大
久
保
孝
司

木
佐
貫
徳
和

川
原　
拓
郎

大
村　
明
雄

予
　
　
　
　
算

平成 30 年度　一般会計補正予算（第 10 号）
他１件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度特別会計補正予算（全７件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 31 年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 31 年度特別会計予算（全７件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

辺
地 辺地総合整備計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条
例 条例の改正について（全４件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

契
　
　
　
約

大隅定住自立圏形成協定の変更について
（他１件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

塵芥処理車購入契約の締結について（他１件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

工事請負契約の締結について（他２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

私の判断 （○…賛成、×…反対）
※議長は表決には加わりません。

「
女
性
議
員
と
語
る
会
・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

　

平
成
30
年
11
月
13
日
、
女
性
議

員
３
名
及
び
各
種
女
性
団
体
（
８

団
体
）
66
名
で
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
議
論
し

発
表
す
る
と
い
う
「
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
」
で
、
女
性
議
員
と
語

る
会
・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
か
ら
幅
広
い
世
代
が
、

１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
お
互
い
が
刺
激
を
受

け
、
ま
た
堅
苦
し
く
な
く
オ
ー
プ

ン
に
意
見
が
出
さ
れ
、
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

今
後
も
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
上
が
っ
て
き

た
声
を
、
町
政
へ
届
け
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
の
為
に
も
、
女
性

の
パ
ワ
ー
は
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
も
、
な
お
一
層
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
力
を
い
た
だ
い
た
一
日

で
し
た
。
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みんなの議会　第 45号　一般質問

３月・４月会議　一目でわかる審議結果

議案第42号 54 「請負契約（佐多岬ふれあいセンター外壁改修工事）の締結について」の議決の一部変更について 3月 5日 可決

議案第43号 55 南大隅町辺地総合整備計画の策定について議決を求める件 3月 5日 原案可決

議案第44号 56 平成 30 年度南大隅町一般会計補正予算（第 10 号）について 3月 5日 原案可決

議案第45号 57 平成 30 年度南大隅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について 3月 5日 原案可決

議案第46号 58 平成 30 年度南大隅町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について 3月 5日 原案可決

議案第47号 59 平成 30 年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第４号）について 3月 5日 原案可決

議案第48号 60 平成 30 年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第６号）について 3月 5日 原案可決

議案第49号 61 平成 30年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第３号）について 3月 5日 原案可決

議案第50号 62 平成 30 年度南大隅町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 3月 5日 原案可決

議案第51号 63 平成 30 年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）について 3月 5日 原案可決

議案第52号 64 南大隅町個人情報保護条例の全部を改正する条例制定の件 3月 5日 原案可決

議案第53号 65 南大隅町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 3月 5日 原案可決

議案第54号 66 南大隅町公営住宅条例の一部を改正する条例制定の件 3月 5日 原案可決

議案第55号 67 南大隅町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件 3月 5日 原案可決

議案第56号 68 鹿屋市との間において締結した大隅定住自立圏形成協定の変更について議決を求める件 3月 5日 可決

議案第57号 69 南大隅町立歯科診療所の指定管理者の指定について議決を求める件 3月 5日 可決

議案第58号 70 権利の放棄について議決を求める件 3月 5日 可決

諮問第2号 71 人権擁護委員の推薦について意見を求める件 3月 5日 適任と
答申

議案第68号 81 請負契約（南大隅町本庁舎建設工事（電気設備工事））の締結について議決を求める件 3月 26 日 可決

議案第69号 82 請負契約（南大隅町本庁舎建設工事（機械設備工事））の締結について議決を求める件 3月 26 日 可決

議案第１号 1 南大隅町課設置条例の一部を改正する条例制定の件 4月 2日 原案可決
（平成 31 年度当初予算分は 6ページに記載）

陳情4号 森田町長の一連の報道について100条委員会の設置もしくは、調査特
別委員会設置を求める陳情書 不採択 賛成少数の

為

陳情5号 政治倫理条例に関する陳情 採　択 願書は妥当
と認める

○全会一致の議案

○陳情審査結果

8みんなの議会　第 56号　一目でわかる審議結果



みんなの議会　第 46号　一般質問

南大隅高校存続問題等調査特別委員会

所管事務調査報告 教育産業常任委員会

　

２
月
４
日
、
本
庁
全
員
協
議
会
室
に
お
い
て
、
南
大
隅
高
校
與
崎
校
長

先
生
と
存
続
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
生
徒
数
の
状
況
は
、
１
年
生
31
名
、
２
年
生
28
名
、
３

年
生
37
名
の
全
校
生
徒
96
名
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
自
転

車
を
や
り
た
く
て
、
遠
く
は
沖
縄
、
大
阪
か
ら
、
合
わ
せ
て
19
名
が
在
籍

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

校
長
先
生
の
意
見
は
、
町
か
ら
の
様
々
な
就
学
支
援
に
感
謝
し
な
が
ら
、

も
っ
と
自
転
車
部
の
あ

る
学
校
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
併
せ

て
、
地
元
に
あ
る
高
校

と
し
て
、
錦
江
町
と
一

緒
に
な
り
、
存
続
問
題

の
取
り
組
み
を
し
て
ほ

し
い
と
の
希
望
で
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
南
大
隅

高
校
存
続
問
題
等
調

査
特
別
委
員
会
で
は
同

じ
よ
う
な
高
校
で
、
存

続
に
関
し
て
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
高
校
と
意
見
交
換
等

を
し
て
い
き
た
い
と
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、

去
る
2
月
12
日
に
南
さ
つ
ま
市

「
坊
津
学
園
」
に
お
い
て
、
小
中

一
貫
教
育
等
調
査
を
、
翌
13
日
に

日
置
市
「
ゆ
す
村
農
園
」
に
お
い

て
一
次
産
業
振
興
等
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
等
調
査
で
訪
れ

ま
し
た
、
南
さ
つ
ま
市
「
坊
津
学

園
」
は
平
成
22
年
4
月
、
施
設
分

離
型
小
中
一
貫
校
「
坊
津
学
園
小

学
校
」、「
坊
津
学
園
中
学
校
」
と

し
て
開
校
し
ま
し
た
が
そ
の
後
、

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
、
義
務
教
育
学
校

「
坊
津
学
園
」
と
し
て
開
校
さ
れ

ま
し
た
。

　

坊
津
学
園
の
特
徴
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
ふ
る

さ
と
を
学
ぶ
「
坊
津
学
」
を
地
域

や
保
護
者
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
6
・
3
制
で

い
う
と
こ
ろ
の
中
学
校
の
、
専
科

の
教
諭
が
中
期
の
時
数
を
担
当
す

る
こ
と
に
よ
り
、
教
諭
間
の
担
当

時
数
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
小

中
一
貫
教
育
を
進
め
る
な
ら
ば
メ

リ
ッ
ト
の
多
い
、
施
設
一
体
型
を

目
指
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
一
次
産
業
振
興
等
調
査
で

訪
れ
た
日
置
市
の「
ゆ
す
村
農
園
」

は
、
マ
ン
ゴ
ー
・
ア
ボ
カ
ド
な
ど

熱
帯
果
樹
の
苗
木
を
生
産
・
販
売

す
る
会
社
で
、
約
１
０
０
品
目
を

生
産
さ
れ
、
い
ず
れ
か
が
特
産
品

に
な
れ
ば
と
多
く
の
品
種
を
取
り

扱
う
農
園
で
し
た
。
本
町
で
も
、

振
興
作
物
と
し
て
、
ア
ボ
カ
ド
な

ど
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、風
土
に
適
し
た
品
種
の
選
定
・

振
興
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

【
南
大
隅
高
校
校
長
と
意
見
交
換
】

小
中
一
貫
教
育
等
調
査
及
び

一
次
産
業
振
興
等
調
査
に
つ
い
て

【

】
9 みんなの議会　第 56号　所管事務調査報告



10

　一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を質し、所信の表
明を求めるもので、議員固有の権能として与えられたものです。
　一人あたりの持ち時間は、答弁を含め 60分です。掲載されている内容は、質問者自
身が要約し広報委員が構成したものです。

掲載順 質　　問　　事　　項 質問議員

１
・地域おこし協力隊について
・技術系職員について
・馬毛島米軍訓練について

木佐貫　徳　和

２ ・高齢者福祉について
・子育て包括推進室新設について 後　藤　道　子

３ ・一次産業施策について
・平成 31年度予算について 大久保　孝　司

４ ・成年後見人制度について 津　崎　淳　子

５ ・産業振興に係る持続可能な事業推進策について
・観光資源の活用法について 松　元　勇　治

６ ・高齢化率、無人化集落について
・馬毛島問題について 大　坪　満寿子

７ ・コミュニティバスの運行について
・旧根占中学校の跡地活用について 浪　瀬　敦　郎

質 問般一
町政を問う！

３月会議

みんなの議会　第 56号　一般質問



　
　

全
国
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
４
，
９
７
６
人
い
ま
す
。
そ

の
中
で
任
期
を
終
了
し
た
隊
員
は
、�

２
，２
３
０
人
で
、
１
，３
９
６
人
、
率

で
６３
％
が
地
域
に
残
り
、
定
住
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
ど
う
い

う
趣
旨
で
で
き
て
い
て
、
そ
の
財
源
措

置
は
ど
の
程
度
か
伺
い
ま
す
。

　
　

制
度
概
要
は
都
市
地
域
か
ら

過
疎
地
域
等
に
住
民
票
を
異
動

し
、
生
活
の
拠
点
を
移
し
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
、
販
売
、

Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
農
林

水
産
業
へ
の
従
事
な
ど
の
地
域
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
、

定
着
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　

報
酬
及
び
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て

年
４
百
万
円
、
隊
員
の
募
集
経
費
に

２
百
万
円
の
国
の
特
別
交
付
税
が
支
援

さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

制
度
の
趣
旨
は
、
３
年
間
で

そ
の
地
域
で
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
最
終
的
に
そ
こ
の
町
に
移
住
、
定

住
し
て
も
ら
う
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
い
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
時
の
内
容
は
ど

の
様
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

観
光
課
で
は
、
観
光
協
会
の

運
営
、
地
域
資
源
調
査
、
旅
行

商
品
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
作
り
、
観

光
人
材
育
成
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど

で
募
集
し
ま
し
た
。

　
　

経
済
課
で
は
、
地
域
農
業
の

活
性
化
を
図
る
観
点
で
、
就
農

を
志
す
方
を
募
集
し
ま
し
た
。
内
容
は

熱
帯
果
樹
栽
培
管
理
、
育
苗
、
加
工
品

の
研
究
、
研
修
を
予
定
し
、
業
務
終
了

後
は
、
研
修
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
農

家
と
し
て
自
立
し
、
６
次
産
業
な
ど
の

加
工
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

旨
の
募
集
を
し
ま
し
た
。

　
　

観
光
協
会
に
い
る
隊
員
は
、

任
務
終
了
後
、
定
住
の
見
込
み

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

退
任
後
も
本
町
へ
の
定
住
を

希
望
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

移
住
・
定
住
す
る
た
め
に
は
、

３
年
後
に
所
得
が
な
い
と
生
活

す
る
糧
が
な
い
が
、
ど
の
様
な
支
援
を

計
画
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

平
成
３１
年
度
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
退
任
し
た
年
度
又

は
そ
の
翌
年
、
起
業
又
は
既
存
の
事
業

を
継
承
さ
れ
る
場
合
は
、
備
品
購
入
や

賃
借
料
等
が
対
象
に
な
り
、
定
額
百
万

円
以
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
　

庁
舎
内
で
協
力
隊
を
募
集
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
事

だ
が
ど
の
様
な
募
集
方
法
か
伺
い
ま
す
。

　
　

専
門
的
な
外
部
組
織
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
又
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

が
開
催
す
る
移
住
交
流
フ
ェ
ア
、
毎
年

１
月
に
開
催
さ
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
募
集
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
企
画
課

で
行
き
面
接
を
行
い
募
集
を
し
ま
す
。

　
　

農
業
や
自
分
で
起
業
で
き
る

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
観
光
関
連

職
業
も
取
り
組
み
次
第
で
は
移
住
定
住

に
つ
な
げ
る
事
が
で
き
る
の
で
、
こ
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
支
援
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問地域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
の
か

木
佐
貫 

徳
和  

議
員

議員

議員

議員

議員

議員議員

地域おこし協力隊を定住に繋げる支援を……議員のひとり言

答

町  長

各
課
か
ら
４
人
の
募
集
依
頼
を
受
け
て
い
る

企画
課長

観光
課長

観光
課長

経済
課長

地域おこし協力隊の活動

企画
課長

企画
課長
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子どもや高齢者が過ごしやすい町にしたいな !!議員のひとり言

　
　

こ
の
事
業
は
年
間
委
託
料
と

し
て
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る
が
、

一
食
い
く
ら
で
委
託
さ
れ
、
ま
た
利
用

者
負
担
額
は
い
く
ら
か
伺
い
ま
す
。

　
　

平
成
３０
年
度
で
事
業
所
へ�

２
，
１
６
０
万
円
、
一
食
当
た

り
約
４
０
０
円
。
ま
た
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
３
３
５
万
円
の
委
託
料
を

支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
は
一
食
４
０
０
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
高
齢
化
が
進
む
に
当

た
り
、
利
用
者
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
委
託
事

業
継
続
の
た
め
に
は
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

近
隣
市
町
に
つ
き
ま
し
て
は
、

好
き
嫌
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
は
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
の
よ
う
な
の
で
、
今
後
ま
た
事
業

所
と
対
応
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

平
成
３０
年
度
予
算
で
保
温

弁
当
箱
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　

弁
当
箱
の
購
入
は
３
０
０
個

で
、
平
成
３０
年
11
月
９
日
に
事

業
所
に
届
け
ま
し
て
、
利
用
者
は
24
名

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

保
温
弁
当
箱
の
使
用
開
始

が
３
月
か
ら
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

冬
場
に
温
か
い
食
事
の
提
供
が
で
き
る

は
ず
が
、
な
ぜ

使
用
開
始
ま
で

に
時
間
が
掛
か

っ
た
の
か
伺
い

ま
す
。　

　
　

ど
の
よ
う
な
目
的
で
新
設
さ

れ
る
の
か
？
ま
た
昨
年
３
月
会

議
の
一
般
質
問
の
中
で
移
住
定
住
の
窓

口
申
請
に
係
る
要
望
が
一
部
実
現
さ
れ

た
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　

母
子
保
健
及
び
子
育
て
支
援

事
業
を
一
体
的
に
行
い
、
切
れ

目
の
な
い
包
括
的
な
子
育
て
支
援
及
び

昨
年
３
月
会
議
で
申
請
書
作
成
支
援

窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

今
回
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
て
移
住
定

住
や
就
業
等
の
支
援
を
目
的
と
し
て
設

置
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

今
ま
で
以
上
に
相
談
し
や
す

い
窓
口
、
誰
で
も
気
軽
に
来
れ

る
よ
う
な
窓
口
に
な
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。

　
　

利
用
者
の
方
は
、
認
知
症
の

方
や
身
体
機
能
が
低
下
さ
れ
て

い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
一
人
一

人
の
使
用
可
能
な
状
況
の
確
認
に
時
間

を
要
し
て
３
月
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　

こ
の
配
食
を
利
用
さ
れ
る
立

場
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答

町  長

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
て
移
住
定
住

就
業
等
の
支
援
を
目
的
と
し
て
設
置

問子育
て
包
括
推
進
室
新
設
に
つ
い
て

問食の
自
立
支
援
事
業
の
現
状
を
伺
う

後
藤 

道
子  

議
員

答

町  長

現
在
根
占
地
区
１
０
３
名
、
佐
多
地
区
47
名
利
用

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
検
討
が
必
要

議員

議員

議員

議員

議員
介護
福祉
課長

介護
福祉
課長

介護
福祉
課長

介護
福祉
課長

議員

議員

町長
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林
業
、
漁
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
新
規
就
農
者
研
修
制

度
事
業
等
に
倣
い
新
規
の
林
業
、
漁
業

の
担
い
手
確
保
、
育
成
の
支
援
策
を
図

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

就
農
交
付
金
と
同
様
に
町
単

独
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
林
業
で
は
担
い
手
確
保
に
３１

年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
支
援
対
策
を
進
め
ま
す
。
漁
業
担
い

手
は
３１
年
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
し
、
自
立
、
就
業
、
定
住
の
支
援

策
を
計
画
し
ま
す
。

　
　

果
樹
振
興
策
と
し
て
、
た
ん

か
ん
収
穫
等
に
よ
る
事
故
防
止

策
、
老
木
の
低
木
化
事
業
を
進
め
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

近
年
、
収
穫
作
業
中
の
落
下

事
故
の
事
例
も
あ
り
、
樹
高
の

低
木
化
に
向
け
た
対
策
、
支
援
策
と
し

て
果
樹
振
興
対
策
事
業
の
運
用
を
図
り
、

産
地
の
維
持
、
継
続
を
進
め
ま
す
。

　
　

３１
年
度
か
ら
、
年
次
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　

３０
年
産
バ
レ
イ
シ
ョ
価
格
低

迷
に
よ
り
、
３１
年
産
作
付
面
積

が
減
少
し
、
本
年
も
期
待
さ
れ
る
価
格

は
望
め
そ
う
に
な
い
現
状
で
、
か
ご
し

ま
ブ
ラ
ン
ド
作
物
バ
レ
イ
シ
ョ
の
振
興

と
継
続
を
図
る
た
め
、
固
定
経
費
の
補

助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

対
策
に
つ
い
て
は
、
バ
レ
イ

シ
ョ
部
会
の
意
向
を
踏
ま
え
本

町
、
錦
江
町
、
Ｊ
Ａ
で
構
成
す
る
な
ん

ぐ
う
農
政
協
議
会
で
協
議
、
検
討
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

県
補
助
金
元
気
お
こ
し
事
業

の
希
望
申
請
事
業
数
は
何
件
か
。

ま
た
、
２
事
業
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

認
可
が
下
り
な
か
っ
た
場
合
事
業
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　

３
事
業
要
望
し
て
お
り
、
３

事
業
に
限
ら
ず
予
算
案
計
上
事

業
は
、
い
ず
れ
も
必
要
性
の
高
い
事
業

で
あ
る
の
で
、
補
助
金
の
割
当
内
示
に

関
わ
ら
ず
事
業
実
施
を
図
り
ま
す
。

　
　

各
課
か
ら
出
さ
れ
た
希
望
事

業
数
と
県
の
認
可
の
時
期
は
い

つ
頃
に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

前
年
９
月
の
段
階
で
９
件
で

あ
り
県
の
内
示
は
、
３０
年
度
は

５
月
１
日
で
し
た
。

　
　

県
の
内
示
が
５
月
１
日
で
あ

れ
ば
、
当
初
予
算
で
は
一
般
財

源
で
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
な

考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
補
助
事
業
で
の
歳
入
が
お

お
よ
そ
見
込
め
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て

は
財
源
確
保
、
補
助
事
業
の
明
確
化
を

図
る
う
え
か
ら
当
初
予
算
で
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

来
年
本
町
で
開
催
さ
れ
る
国

体
自
転
車
競
技
は
県
が
主
導
す

べ
き
大
会
と
思
う
が
、
３０
年
度
国
体
準

備
事
業
、
３１
年
度
国
体
実
行
委
員
会
運

営
補
助
は
本
町
負
担
が
多
く
占
め
て
い

る
が
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

本
年
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
来

年
国
体
本
番
を
控
え
競
技
場
全

面
改
修
、
周
辺
施
設
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

大
会
競
技
運
営
経
費
に
つ
い
て
は

競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
運
営
経
費
補

助
金
の
概
要
に
則
っ
て
県
補
助
金
を
要

望
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

当
初
で
国
体
関
係
予
算

7
千
１
４
６
万
８
千
円
で
あ
る

が
来
年
国
体
予
算
の
見
積
も
り
額
と
本

町
の
負
担
額
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

実
行
委
員
会
補
助
金
と
し
て

約
５
，
２
０
０
万
円
程
度
と
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
　

ロ
ー
ド
競
技
に
伴
う
一
市
三

町
で
の
競
技
に
よ
る
道
路
の
補

修
等
整
備
の
調
査
や
県
へ
の
申
し
出
は

行
っ
て
お
ら
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

簡
易
な
道
路
の
陥
没
や
側
溝

の
隙
間
等
の
補
修
等
は
改
善
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

問一次
産
業
施
策
に
つ
い
て
問
う

大
久
保 

孝
司  

議
員

議員議員

議員

議員議員

議員議員

議員

議員

町長

町長

町長

町長

問平成
31
年
度
予
算

に
つ
い
て
問
う

教育
振興
課長

教育
振興
課長

教育長

経済
課長

企画
課長

総務
課長
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判断能力が不十分な方々を保護・支援する制度です。知ってほしいな。議員のひとり言

　
　

相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る

考
え
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
介
護
福
祉
課
が
連
携
し
て
相
談
や

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
３１
年
度
に
大
隅
半
島
５
町
の
社
会
福

祉
協
議
会
で
、
法
人
後
見
事
業
を
始
め

る
予
定
で
す
。

　
「
後
見
人
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
各
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
窓
口

を
設
置
し
、
相
談
対
応
や
住
民
へ
の
制

度
の
周
知
、
権
利
擁
護
の
早
期
発
見
な

ど
の
中
核
機
関
を
担
い
、
相
談
支
援
体

制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

通
常
は
、
親
族
や
一
般
個
人
、

専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
選
任
さ
れ

ま
す
が
、
法
人
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
れ

ま
で
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支

援
事
業
と
し
て
、
様
々
な
相
談
や
通
帳

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、

①�

こ
の
よ
う
な
通
帳
管
理
に
つ
い
て
法

的
に
明
確
に
さ
れ
る
。

②�

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
高
齢
者
や

障
害
者
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
支
援
が
行

え
る
。

③�

個
人
の
後
見
人
に
比
べ
て
も
、
公
共

性
、
安
全
性
が
高
い
。

④�

弁
護
士
な
ど
は
、
地
域
を
知
ら
な
い
、

そ
の
方
を
よ
く
知
ら
な
い
。

　
　

次
に
、
大
隅
半
島
５
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
で
法
人
後
見
事

業
を
始
め
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
５
町

で
の
取
り
組
み
内
容
と
メ
リ
ッ
ト
を
伺

い
ま
す
。

　
　

５
町
で
協
議
会
を
組
織
し
、

法
人
後
見
事
業
の
届
け
を
す
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①�

５
町
な
の
で
、
窓
口
が
広
域
に
な
り
、

在
住
の
町
で
相
談
し
に
く
い
方
は
近

隣
の
町
へ
の
相
談
が
可
能
に
な
り
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も
繋
が
る
。

②�

大
隅
半
島
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
一

つ
と
い
う
意
識
の
下
で
お
互
い
職
員

が
足
り
な
い
と
こ
ろ
な
ど
カ
バ
ー
を

し
合
っ
て
い
く
仕
組
み

　
　

平
成
29
年
度
か
ら
地
区
社
協

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
主

な
目
的
が
地
域
の
見
守
り
と
災
害
時

の
援
助
と
支
援
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、

見
守
り
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

福
祉
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
見

守
り
が
必
要
な
方
を
挙
げ
て
頂

き
、
そ
の
方
に
見
守
る
方
を
決
め
て
毎

月
１
回
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
報
告
し

て
頂
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

自
助
・
共
助
が
生
か
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
地
区
社
協

の
見
守
り
は
、
法
人
後
見
の
支
援
員
と

し
て
又
、
地
域
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
役
割

が
大
き
く
占
め
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
過
疎
高
齢
化
率
１
位
の

我
が
町
は
、
一
人
暮
ら
し
や
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
、
家
族
と
疎
遠
な
高
齢

者
、
認
知
症
の
方
も
ま
す
ま
す
増
加
す

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
知
的
障
害
者
や

精
神
障
害
者
を
持
つ
ご
家
族
も
将
来
を

心
配
で
不
安
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、

認
知
症
の
高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
被
害

や
親
の
年
金
を
搾
取
す
る
事
例
も
出
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
事
を
防
ぐ
為
に
も
、

成
年
後
見
人
制
度
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。　

問平成
29
年
に
国
が
成
年
後
見
人

制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
策
定

さ
れ
た
が
、
町
で
策
定
す
る
考
え
は

津
崎 

淳
子  

議
員

議員

議員

議員

議員

議員

答

町  長

認
知
症
や
障
害
者
で
成
年
後
見
人
の

必
要
な
方
が
今
後
、
増
え
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
市
町
村
計
画
策
定
も
含
め
、

対
策
を
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

町長

介護
福祉
課長

介護
福祉
課長

介護
福祉
課長
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答

　
　

高
齢
な
ど
に
よ
る
事
業
継
承

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
担
当
職

員
の
配
置
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

非
常
に
重
要
な
案
件
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
事
業
や
支
援
事
業
、
ま
た
住
み

続
け
る
事
業
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
な
ど

で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
ブ
ロ
ン

ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で
事
業
継
承
の
担

い
手
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
な
ど
、
行

政
と
し
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。

　

職
員
の
中
に
、
商
工
担
当
が
い
ま
す

の
で
、
商
工
会
な
ど
連
携
し
て
事
業
説

明
等
を
し
に
行
く
な
ど
、
方
法
を
考
え

た
い
。

　
　

漁
業
者
の
担
い
手
不
足
を
補

う
施
策
は
考
え
て
い
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
　

関
連
支
援
策
を
整
備
し
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

就
業
者
に
つ
い
て
は
、
漁
師
塾
で
の

研
修
を
始
め
、
熟
練
の
漁
業
者
か
ら
技

術
の
伝
承
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
漁
業
に
従
事
し
や
す
い
環

境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

観
光
産
業
に
果
た
す
観
光
協

会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
行
政
で
は
成
し
え
な
い
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
収
益
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
中
心

に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
民
間
主
導
の
体
制
も
推
進

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

観
光
協
会
の
果
た
す
役
割
は
、

経
済
活
動
を
伴
う
こ
と
で
す
が
、

会
員
（
住
民
）
は
、
色
々
な
意
見
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
制
約

が
か
か
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

さ
た
で
い
ラ
ン
ド
の
現
指
定

管
理
者
の
期
間
満
了
に
伴
い
、

次
期
指
定
管
理
者
不
在
に
な
っ
た
中
、

さ
た
で
い
ラ
ン
ド
の
今
後
の
活
用
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

設
置
目
的
で
あ
り
ま
す
、
町

内
外
者
を
対
象
に
、
観
光
及

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
為
、
今
後
、
除

草
清
掃
等
を
行
い
、
再
度
、
指
定
管
理

者
の
公
募
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
住
民
参
加
の
場
を
用
意

し
て
、
住
民
の
知
恵
を
踏
ま
え
た
計
画

の
中
で
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

行
政
と
し
て
は
、
観
光
協
会

に
丸
投
げ
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
で
す
が
、
観
光
産
業
の
あ
り
方
も

一
緒
に
な
っ
て
、
今
後
も
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

映
画
「
き
ば
い
や
ん
せ
！
私
」

に
関
し
、
地
元
へ
経
済
効
果
を

上
げ
る
施
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

町
か
ら
す
る
と
多
額
の
経
費

を
出
し
、
制
作
映
画
で
知
名
度

も
上
が
り
、
来
遊
さ
れ
る
人
も
多
く
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

目
的
と
手
段
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、

投
資
の
分
、
色
々
な
面
で
最
高
な
効
果

を
期
待
し
、
仕
掛
け
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問町  長

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
問
題

持
続
可
能
な
事
業
推
進
策
に
つ
い
て

事
業
継
承
策
な
ど
農
商
工
及
び
観
光
業

と
関
係
部
署
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら

検
討
し
た
い

松
元 

勇
治  

議
員

議員

議員

議員議員

議員議員議員

議員

町長

町長

町長町長

町長

問観光
資
源
の
活
用
法
に
つ
い
て

明日為すべきことは、今日これを為せ。議員のひとり言
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老
人
福
祉
施
設
に
入
所
で
き

な
い
方
の
実
態
を
伺
い
ま
す
。

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
は
一
〇
四
名
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
二
〇
名
。
医
療
機

関
等
、
在
宅
以
外
で
の
待
機
者
が
多
く

在
宅
で
の
待
機
者
は
一
二
名
で
す
。

　
　

色
々
難
し
い
面
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
施
設
入
所
を
申
し
込

ん
で
も
、
な
か
な
か
順
番
が
回
っ
て
こ

な
い
と
言
わ
れ
る
介
護
者
や
高
齢
者
が

多
い
で
す
。
無
人
化
集
落
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
空
き

家
や
廃
校
等
改
修
し
民
間
委
託
、
施
設

運
営
で
き
れ
ば
、
待
機
高
齢
者
の
解
消

に
も
繋
が
り
、
雇
用
も
生
ま
れ
、
移
住

定
住
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
高

齢
化
率
県
内
ト
ッ
プ
の
南
大
隅
町
で
す

が
、
福
祉
の
町
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
も
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す

の
で
高
齢
者
の
受
け
皿
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　

集
落
に
お
い
て
高
齢
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
現
状
は
理
解
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
新
設
改
良

工
事
や
路
肩
補
修
工
事
の
時
に
草
払
い

等
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
一
部
で

実
施
し
て
い
る
所
で
す
。

　
　

路
肩
の
舗
装
を
推
進
す
れ
ば
、

高
齢
者
や
少
人
数
の
自
治
会
の�

作
業
軽
減
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

改
修
工
事
が
必
要
で
な
い
町
道
も
路
肩

の
舗
装
化
は
や
る
べ
き
事
業
だ
と
思
い

ま
す
の
で
是
非
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

議員

町民が住み慣れた地域で、最後まで生活できたらいいな。議員のひとり言

議員議員 町長

問高
齢
化
率
・
無
人
化
集
落
に
つ
い
て

無
人
化
す
る
恐
れ
の
あ
る

集
落
の
実
態
を
伺
い
ま
す

大
坪 

満
寿
子  

議
員

答

町　長

人
口
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
集
落
機
能
の

維
持
が
困
難
と
な
り
、
高
齢
化
率
も
高

い
こ
と
か
ら
将
来
的
に
人
が
住
ま
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

平
成
23
年
議
員
発
議
に
よ
り

訓
練
施
設
の
馬
毛
島
へ
の
移
転

反
対
の
意
見
書
が
可
決
、
県
や
政
府
機

関
へ
提
出
さ
れ
た
経
緯
も
十
分
尊
重
し

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。
ま
た
、「
畜

産
」「
漁
業
」
等
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　

馬
毛
島
に
基
地
が
出
来
た
場

合
、
訓
練
機
が
南
大
隅
上
空
を

通
過
す
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
町
に

影
響
が
出
る
可
能
性
が
少
し
で
も
あ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
の
が
首
長

や
議
会
の
務
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南
大
隅
町
の
基
幹
産
業
を
守
る
た
め
、

我
が
町
と
し
て
反
対
し
て
い
く
べ
き
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。

問問 高
齢
者
の
作
業
軽
減
の
為
に
も
、
人
口
減
で

作
業
が
は
か
ど
ら
な
い
自
治
会
の
為
に
も

路
肩
の
舗
装
化
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す

馬
毛
島
問
題
。
米
軍
の
空
母
艦
載
機
離
着
陸
訓
練
施
設

基
地
計
画
に
つ
い
て
町
の
基
幹
産
業
へ
多
大
な
影
響
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す

　（
本
町
の
一
一
八
集
落
の
人
口
規
模
）

「
五
十
人
未
満
―
六
六
集
落
」

「
五
十
人
以
上
百
人
未
満
―
二
九
集
落
」

「
百
人
以
上
二
百
人
未
満
―
二
〇
集
落
」

「
二
百
人
以
上
―
三
集
落
」

建設
課長町長

議員
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
鹿
児
島
交
通
と
の
接
続
や
運

行
上
の
不
具
合
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
混
乗
と
廃
止
代
替
バ
ス
の
鹿

屋
・
垂
水
行
と
は
多
少
待
ち
時
間
は
あ
る
が

大
体
に
お
い
て
接
続
は
で
き
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
民
間
事
業
者
に
、
町
か
ら
の
助
成

は
い
く
ら
出
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
に
本
年
度
予

算
で
一
千
四
百
万
円
補
助
を
出
し
て

い
ま
す
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
状
況

を
伺
い
ま
す
。

　
　
根
占
地
区
は
年
間
２
４
８
５
人
、

佐
多
地
区
は
２
２
３
３
人
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
混
乗
は
１
７
７
９
人
、
佐
多
温
泉
送

迎
バ
ス
は
１
１
４
０
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
ネ
ッ
ピ
ー
館
に
到
着
し
て
か
ら
３

時
間
位
待
機
状
態
で
あ
る
が
、
こ
の

時
間
を
利
用
し
て
何
か
方
法
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
福
祉
バ
ス

み
た
い
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
話

し
合
い
を
し
ま
す
が
、
公
共
交
通
機
関
の
運

行
区
間
内
で
の
乗
降
は
で
き
な
い
決
め
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
運
行

方
法
の
改
善
に
つ
な
げ
る
考
え
は
な�

い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
29
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
根
占
地
区
の
増
便
も
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
利
用
者
の
声
を
聴
き
な
が

ら
地
域
実
情
に
合
っ
た
利
用
し
や
す
い
運
行

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
土
砂
の
取
り
扱

い
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
土
砂
に
つ
い
て
は
公
共
事
業
で
排

出
さ
れ
た
残
土
を
再
利
用
目
的
で
仮

置
き
の
状
態
で
す
が
、
再
利
用
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
お
り
地
域
住
民
の
方
々
に
は
環
境
的
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
残
っ
た
土
砂

は
搬
出
処
分
し
更
地
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
　
何
年
を
め
ど
に
更
地
に
す
る
予
定

か
伺
い
ま
す
。

　
　
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
や
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
活
用
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
誰
で
も

使
え
る
状
態
で
管
理
し
環
境
美
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
更
地
に
す
る
こ
と
で
新
し
い
発
想

へ
の
夢
を
描
け
る
環
境
づ
く
り
に
繋

が
り
、
私
個
人
的
に
は
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る

医
師
会
立
病
院
の
建
て
替
え
場
所
に
も
最
適
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

みんなの議会　第 51号　一般質問

問コミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
行
の

町
内
の
公
共
交
通
運
行
状
況
は

浪
瀬 

敦
郎  

議
員

議員議員議員

議員

議員

議員議員

議員議員

企画
課長

企画
課長

答

町  長

利
用
者
の
声
を
聴
い
て
運
行
し
ま
す

答

町長

土
砂
を
撤
去
し

更
地
に
整
備
し
ま
す

問旧根
占
中
の
跡
地
活
用
は教育長

公共交通は住民目線に立った運行改善を……議員のひとり言

コミュニティバス利用状況

町長

町長

町長

町長

町長
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〔
発
行
責
任
者
〕

　
　

議　
　

長　

大
村　

明
雄

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　

委  

員  

長　

木
佐
貫
徳
和

　
　

副
委
員
長　

津
崎　

淳
子

　
　

委　
　

員　

水
谷　

俊
一

　
　

委　
　

員　

松
元　

勇
治

　
　

委　
　

員　

後
藤　

道
子

　
　

委　
　

員　

大
坪
満
寿
子

みんなの議会　第 51号　編集後記

表紙の風景
連休期間中、大勢の観光客で

にぎわった佐多岬

編
集
後
記

　

改
選
後
、
２
年
が
経
過
し
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
の
委
員
も
代
わ
り
ま
し
た
。
今

後
２
年
間
、
工
夫
し
な
が
ら
町
民
の
方
々

が
読
み
や
す
い
紙
面
作
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
か
ら
令
和
へ
の
改
元
に
よ

り
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
10
連
休
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
町
を
訪
れ
た
方
は
10
日
間
で
佐
多
岬

に
２
万
１
千
人
、
雄
川
の
滝
に
１
万
５
千

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

佐
多
岬
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
関
係
で
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
南
日
本
新
聞
の
、
ひ
ろ
ば
欄
に
「
行

き
た
く
な
る
佐
多
岬
に
な
っ
た
。」
と
嬉
し

い
投
稿
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

食
事
を
と
る
所
が
な
か
っ
た
と
か
、
お
土

産
が
少
な
か
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
物
産
協

会
等
が
連
携
さ
れ
て
、
町
民
の
方
々
の
経

済
効
果
を
生
む
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
「
み

ん
な
の
議
会
」
を
読
ま
れ
た
感
想
な
ど
を
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

木
佐
貫　

徳
和

　
６
月
会
議
は
、
11
日
（
一
般
質

問
）、
12
日
・
20
日
に
本
庁
議
事

堂
で
開
催
予
定
で
す
。

　
「
み
ん
な
の
議
会
」
で
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
議
会
が
、
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

私
は
、
議
会
を
傍
聴
し
た

り
、「
み
ん
な
の
議
会
」
を

読
ん
で
い
つ
も
疑
問
に
思
う

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

議
員
の
方
々
が
質
問
さ
れ
た

内
容
に
対
し
て
「
今
後
、
検

討
し
ま
す
。」
と
い
う
答
弁

を
良
く
耳
に
し
ま
す
。
そ
の

た
び
に
思
う
の
で
す
が
、
検

討
し
た
結
果
ど
の
様
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
、
具
体
的
に

何
か
実
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
と
、
全
て
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、そ
の
結
果
を
こ
の
「
み

ん
な
の
議
会
」
で
知
る
こ
と

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

確
か
に
「
み
ん
な
の
議
会
」

は
以
前
に
比
べ
非
常
に
読
み

易
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
多

く
使
わ
れ
て
い
る
の
も
見
易

く
な
っ
た
原
因
で
は
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
誌
面
も
カ
ラ
ー
に

な
り
色
鮮
や
か
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
私
に
は
、
あ
ま
り

に
も
色
が
多
す
ぎ
る
様
に
思

わ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
色

を
使
い
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
、

読
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

広報モニターから

ひとこと
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